
　1月14日～17日
までの4日間、東
京ビッグサイトで
開催された「国際
宝 飾 展 2 0 2 6
（IJT）」の来場者
数は、4日間で
19,826名（前回
比97％）と発表さ
れ、2年続けて減
少した。
　4日間の内訳は
初日7,972名、2
日目4,318名、3
日目3,440名、最
終日4 , 0 9 6名と
なった。
　会場では620
社125万店のジュ
エリーの出品が見
込まれた。
　期待されている
のは出展社数でも
安いという価格で
もなく、宝石と一
緒で「質」が求め
られた。
　既に成熟した宝
飾業界は、次のス
テップが求められ
ている。ただ高い
だけの宝石はこれ

までに大量のアイテムを販
売しつくした感は否めない。
販売したものが安く買い取
られ、嫌な思いをさせた時
期もあった。今では予想以
上に高く買い取られ、高い
換金性を持つ「実物資産」
として注目される面がトレン
ドとなっている。
　今回のIJTでもこれまでの
「ファッション・装飾」としての
需要よりも、「実物資産」として
のジュエリー需要の拡大に注
目が集まった。
　この消費トレンドを象徴す
るように、資産性と美を極めた
喜平ネックレスやコインなどの
金製品がこの数年売れ続け
ているのに加え、出品された
億越えのダイヤモンドをはじ
め、希少性の高い非加熱ル
ビーや2億5000万円のファン
シーカラーダイヤモンドなど
がオークションなどで価格が
高騰し、金に並ぶ究極の資産
としてさらに注目を集めた。
　日本国内では、昨年の後
半から年初にかけて、ター
ゲットやアイテムなどによって
時期が異なってはいるが、全
体的にジュエリーは売れてい
る傾向が強い。年間を通して
みるとなだらかに微減か微増

している店舗
は、新たな仕
組みや新しい
材料を導入
したところだ。
つまり先行し

て動き出したとこ
ろが成果を上げ
始めている。
　もちろんIJTに
出展を続けている
ところもあれば、取
りやめた企業もあ
る。

　IJTは時代に合わせあらゆる種類の
ジュエリーやアクセサリーを集めた日
本最大の宝石の祭典として、少し前ま
で求められていた内容からニーズの変
化は著しい。
　分かり易いところで言えば、仕入れ
の無い既存の宝飾小売店よりも実績
の高いインバウンドやソーシャルバイ
ヤーにターゲットを変えたところや、今
後国内で期待が持てそうなインフルエ
ンサーやSNS販売、ハンドメイド作家、
鉱物コレクターなど拡大する裾野にも
目が向けられ始めている。
　ジャンルも様々で価値観も昔のまま
ではない。金価格の高騰により金製品
や資産性への興味は高まり続きそうだ
が、一般的なジュエリーのトレンドはめ
まぐるしく変わることを想定し、ファッ
ション的な流行ばかりではなく、社会
情勢や環境、地域性にまでも敏感に捉
えることがこれからは大事な要素にな
るだろう。
　それ以上に天然の宝石の価値は伝
え続けねばならないし、マーケットの中
心プレイヤーが変わりつつあるため、
より一層宝石の価値やジュエリーの魅
力を伝える必要性は高まっているので
ある。しかし、業界からの発信は少な
い。圧倒的にBtoBの企業が多いのが
難点なのかもしれないが、積極的に継

続した情報の発信は必要不可欠であ
る。特に技術力の価値や職人の価値
などは業界人が今後高めていくべき課
題である。
　冒頭に来場者数を示したが、海外か
らの来場者数が8割減と言われた中
で、前回よりも来場者数が増えたよう
に感じた出展社が多かったように思わ
れる。それは出展し続けて、来場者の
質の変化を捉えはじめたからではない
だろうか。来場者も同じで、ある程度入
れ替わりは激しくあるようだが、この業
界に残りビジネスを継続できる人が増
え始めているとも考えられる。それに急
激な変化ですべて既存企業が動き始
めたわけでもなく、これから動き始める
企業も少なくはない。今後はさらに激し
い変化が続くことを予想されている通
り、生き残りをかけた様々なジュエリー
やアクセサリーが今後も登場してくるこ
とに期待するしかない。それには今の
マーケットを動かす若い層を取り入れ
なければならない。そのためにはより一
層出展社や来場者が増えることが望ま
しいが、もっと明るく楽しい雰囲気の業
界であることと、わかり易さを求めた
い。さらに基準や価格設定の甘い業界
だからこそ、今後はより「質」の高さや
正しい情報開示が求められてゆくはず
である。ひとつひとつ活性化に繋がる
活動や課題に各社が向き合い飛躍す
る年にしてもらいたい。
　結果として4日間通して、「悪くない」
という出展社は意外と多くあり、会場に
足を運ばずに、来場者数や噂だけ聞い
て、「ガラガラだった」という話だけで満
足しているようであれば、業界の最前
線で戦うのは難しいかもしれない。
　今後の予定は、5月14日（木）～16
日（土）の「神戸国際宝飾展IJK」と10
月28日（水）～30日（金）の「国際宝飾
展秋（横浜）」と続く。また消費者展
「TOKYO JEWELRY FES」は7月3日
（金）～5日（日）。
　なお、来年の1月の国際宝飾展は、
幕張メッセで1月27日（水）～29日
（金）の3日間となっている。
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　東京眼鏡卸協同組
合（理事長：薮下和
巳）は、日本の眼鏡業
界の価値を国内外へ
発信することを目的と
して、新アワード「TO-
K YO EY EWEAR  
AWA R D 2 0 2 6 」
（TEA）を創設したこ
とを発表した。
　同アワードは「東京
から世界へ、誇るべき
価値を」をテーマに開催し、アイウェア
デザイン、キッズ、ラグジュアリー、
MADE IN JAPAN、アクセサリーの全
5部門からノミネートされる。
　主催は東京眼鏡卸協同組合。運営
はWOF展示会委員会（協力：TEA運
営委員会）。
　対象製品は、2026年の発売予定の
新製品（完成品）または2025年10月1
日以降に発売された製品で、WOFへの
出展が確定しているものとなっている。
　投票方法はWOFの来場者あるいは
WOFの公式アカウントのフォロワーに
よるSNS投票によるもの。なお、WOF
は4月21日・22日の2日間、東京都立
産業貿易センター（浜松町館）で開催
される。
　時代に見合った方法で「次世代の
名作を決定する」業界唯一のアワード
として早くも注目を集めている。BtoB、
BtoCの双方へ情報を発信し、日本の
眼鏡業界のプ
レゼンス向上
（存在意義の
向上）を目指
す新たな動き
として期待され

ている。

受賞アイテムには最
強のPRパッケージ

　応募締め切りは2月
20日（金）。その後、一
次審査（ノミネート選
考）を通過すれば、3月
中旬頃にノミネート製
品が発表される。そし
て4月上旬からSNS投

票が開始され、WOFの最終日4月22日
が投票締め切りとなる。結果は、SNSと
業界紙で発表される予定となっている。

　なお、受賞特典として、受賞アイテム
にはブランド価値を飛躍的に高める最
強のPRパッケージが提供される。
①公式ロゴの使用権。②業界内での
ブランドポジション確立が期待できる
業界紙誌との連携。③一般流通の眼
鏡専門誌へ記事掲載を予定。④幅広
いターゲットへデジタル発信。

東京から世界へ、誇るべき価値を
眼鏡業界唯一の新しいアワード

TOKYO EYEWEAR AWARD 2026を創設
 応募締め切りは2月20日
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